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「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ 

１ 四日市市が進める教育の基本的な考え方 

◆ 基本理念 

 

 
 

平成２３年度からスタートした「第２次四日市市学校教育ビジョン」の取組も２年

が経過しました。本ビジョンでは、「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむという基本理

念のもと、将来の四日市市を担う人材の育成に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点 

子どもの姿から導き出された課題について、３つの視点から整理し、常にそれらを

意識した取組を進めています。 

  

 

 

 

 

将来、子どもたちにとって「生きる力」として必要な

「問題解決能力」とともに、「豊かな人間性」やたくましく

生きるための「健康・体力」は、「生きる力」を形作る大

きな柱です。このビジョンにおいても、これらの資質や

能力などを育成する取組を進めていきます。  

 
 
「豊かな人間関係をはぐくむコミュニケーション力」を大切にし

ながら、「共に生きる力」をはぐくむ取組を進めます。  

 段差のない教育 
子 ど も の 成 長 や 発

達 に 応 じ た 指 導 方 法
の 工 夫 や 体 制 の 整 備
を 図 り 、 よ り 滑 ら か
に 接 続 で き る よ う 努
め 、 幼 保 小 中 の 学 び
や 育 ち の 連 続 性 を 大
切 に す る 教 育 を 進 め
ます。 

 家庭・地域との協働 
学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の

そ れ ぞ れ が 担 う 役 割 と
責 任 を 果 た し な が ら
「 地 域 と と も に つ く る
学校」の実現をめざし、
学 校 と 家 庭 ・ 地 域 と の
協 働 を よ り 進 め て い き
ます。 

途切れのない支援 
特別な支援を必要とする子ども、

いじめ・不登校・問題行動を起こす
子ども、外国人幼児児童生徒等に対
し、学校区・園 が関係機関や家庭・
地域との連携を広げながら、ネット
ワークを構築し、乳幼児期から就労
に至るまで途切れることなく、必要
な 相 談 や 支 援 を き め 細 か く 行 う こ
とができる体制づくりに努めます。
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輝く よっかいちの子ども 

 

１ 四日市市が進める教育の基本的な考え方 
 
 

輝く よっかいちの子ども 

◆ めざす子どもの姿 

 

 

「生きる力」としての「問題解決能力」、「豊かな人間性」、「健康・体力」、そして、

本市が大切にしている「共に生きる力」としての「豊かな人間関係をはぐくむための

コミュニケーション力」を育成することにより、それぞれ実現したい子どもの姿を次

のように示します。 

 

 

 

各教科の基礎的・基本的な内容を身につけ、自分の考えをもち、自分で判断し、表

現できる力や学習に取り組む意欲を高め、さまざまな問題に主体的に対応し、解決し

ていこうとする資質や能力が向上しています。 

 

 

 

 

自然体験・社会体験・生活体験や文化的な活動に積極的に参加し、豊かな人権感覚

や規範意識を身につけ、将来において社会的に自己実現ができる資質や能力が向上し

ています。 

 

 

 

 

仲間と関わりながら進んで運動に取り組み、生涯にわたって運動やスポーツに親し

む資質や能力とともに、自他の健康や安全について考えるなど、健康・安全を適切に

管理し、改善していくための実践力やたくましく生きるための体力が向上しています。 

 

  

 

 

聴く力・話す力、自分と他者との関わりの中で行動できる力（社会性）が向上して

います。また、他者を認め、互いに尊重し、共に向上しようとする意識をもって行動

し、学習集団や生活集団、自主的・主体的活動集団の質が向上しています。 

 

これらの力を兼ね備え、将来においても、自己の個性を生かし、他者とともに協調

し、主体的に社会にかかわろうとする社会人として成長していくことができる資質や

能力を身につけた、本市のめざす子どもの姿を「輝く よっかいちの子ども」として示

します。  

将来、社会人として生きるために必要な問題解決能力を身につけた子ども  

自らを律しつつ、他者とともに協調し、人を思いやる心や感動する心など、豊か

な人間性を備えた子ども  

自他の健康・安全について実践していく力やたくましく生きるための体力を備

えた子ども  

他者の意見を聴き、自分の思いを伝える力を身につけ、互いに尊重し、共に向上

する人間関係を築くための資質を備えた子ども  
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１ 四日市市が進める教育の基本的な考え方 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 策 ・ 取 組 

基 本 理 念 

「生きる力」「共に生きる力」をはぐくむ

めざす子どもの姿 

輝く よっかいちの子ども 

問題解決能力 

豊かな人間性 

健康・体力 

豊かな人間関係をはぐくむ

ためのコミュニケーション

１ 段差のない教育 ２ 途切れのない支援 ３ 家庭・地域との協働

めざす子どもの姿を実現していくための３つの視点

重 点 目 標 
目標① 問題解決能力の向上       目標⑤ 就学前教育の充実 

目標② 豊かな人間性の育成       目標⑥ 時代の変化に対応する教育の推進 

目標③ 健康や体力をはぐくむ教育の充実 目標⑦ 家庭・地域との協働の推進 

目標④ 特別支援教育の充実       目標⑧ 教職員の資質・能力の向上 
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２ 重点目標の達成に向けた取組 
 
 

２ 重点目標の達成に向けた取組 
 

◆ 重点目標の達成状況 
 

重点目標の達成状況を把握するため、それぞれの重点目標に成果指標を設定し、

その進捗状況を把握しています。 

平成２４年度の重点目標における成果指標の目標値と実績値 
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２ 重点目標の達成に向けた取組 
 
 

下図は、第２次四日市市学校教育ビジョン策定時の現状値（平成２１年度実績値）

と本年度までの実績値の推移及び平成２７年度の達成目標値を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点①「問題解決能力の向上」では、「授業で学習したことは将来の役に立つ」との

問いに対し「そう思う」「ややそう思う」と回答した子どもの割合が目標値に近づいて

います。学校では、学習したことを活用して課題を解決できるように工夫された授業

を多く取り入れています。そのような授業の積み重ねにより、身につけた力が将来の

役に立つと感じている子どもが増えていると考えられます。 

重点②豊かな人間性の育成については、昨年度と比較して 1.2 ポイントの上昇が見

られ、「自分にはよいところがある」との問いに対して肯定的な回答をする子どもの割

合が少しずつ増加していることがわかります。基本的な生活習慣や規範意識を身につ

けることで、他者と協調し、安心した学校生活を送ることができます。そのような環

境の中で、子どもたちの自己肯定感が高まっていくと言えます。 

重点③健康や体力を育む教育の充実については、昨年度から 5.8 ポイントの上昇が

見られました。小学校の体育科における授業改善の取組や、本年度からスタートさせ

た、授業の初めに行う「５分間運動」の取組などが、子どもたちの体力向上につなが

っていると考えられます。これらの取組のさらなる充実が求められます。 

重点目標における成果指標の目標値と実績値

80.0

12.0

85.0

85.0

12.0

75.0

80.0

85.0

76.9

8.8

79.3

79.5

7.0

73.7

73.1

84.6

87.7

10.6

81.8

81.6

8.8

67.9

71.9

87.7

75.1

8.7

77.8

81.9

9.2

67.8

70.7

79.3

⑧教職員の資質・能力の向上

⑦家庭・地域との協働の推進

⑥時代の変化に対応する教育の推進

⑤就学前教育の充実

④特別支援教育の充実

③健康や体力をはぐくむ教育の充実

②豊かな人間性の育成

①問題解決能力の向上

H21現状値

H23実績値

H24実績値

H27目標値
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２ 重点目標の達成に向けた取組 
 
 

一方、重点④「特別支援教育の充実」と重点⑤「就学前教育の充実」については、

平成 23 年度に続き、平成 24 年度実績値も平成 21 年度現状値を下回りました。 

 

重点④「特別支援教育の充実」では、学校・園における相談支援ファイルの活用や U

－８事業（p.７９参照）など、途切れのない支援を目指す取組において、一定の成果が

あがっています。市政アンケートでは昨年と比べ 1.8 ポイントの下降となっているほ

か、「途切れのない支援」について「よくわからない」と回答する割合が高い傾向にあ

りますが、子どもを持つ世帯については、「非常に満足している」「満足している」と

回答する割合が高くなっており、一定の成果を見ることができました。これらの結果

をふまえ、本施策の事業内容や成果については、対象となる教員や保護者等を対象と

した指標を設定するなど、評価方法の見直しを進めていきます。 

重点⑤「就学前教育の充実」においても、保護者からの評価が下がる傾向にありま

す。幼児の自発性や好奇心を重視した遊びを通し、「学び」の充実を進めていくととも

に、幼保小連携つながりシートの活用や、就学前から小学校につながる保育・教育活

動を計画的に行うなど、保育園・小学校との連携を密にすることで小１プロブレムの

解消に努める必要があり、その取組の推進を図っているところです。 

重点⑥時代の変化に対応する教育の推進及び重点⑦家庭・地域との協働の推進につ

いては、現状値を維持しています。 

重点⑥時代の変化に対応する教育の推進においては、子どもたちが自分の将来に夢

や展望を持てるようなキャリア教育の充実が求められます。各中学校区で、就学前か

ら小・中学校までの子どもの成長を見通したキャリア教育指導計画の作成を進めてい

るところです。この計画に基づく一貫した指導の中で、社会の変化に対応し、より主

体的に生きていく力を育成する必要があります。 

重点⑦家庭・地域との協働の推進については、各学校・園における学校づくり協力

者会議の取組が充実し、その発展型である四日市版コミュニティスクール指定校は 11

校となりました。市政アンケートの結果は、平成 21 年度からほぼ横ばいとなってい

ますが、「非常に満足している」「満足している」と回答する割合は、他の教育分野の

アンケート項目と比較してかなり高い割合になっています。地域に開かれた学校づく

りの取組が浸透し、家庭や地域にとって、学校がより身近な存在になりつつあること

がわかります。 

重点⑧「教職員の資質・能力の向上」については、昨年度と比較して 10.8 ポイント

のマイナスとなっています。教師力向上サポートブックの活用による自己研修の取組

や評価の活動は定着し、個々の資質向上の一助となっていますが、増加する若手教員

の育成や授業実践を主軸に据えた校内研修のさらなる充実が求められます。個人の資

質・能力の向上が、わかりやすい授業の実践につながり、さらには子どもたちの学力

向上につながっていくような施策の展開が必要です。 
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３ データから見える子どもの姿 
 
 

３ データから見える子どもの姿 
 

第２次四日市市学校教育ビジョンでは、目指す子どもの姿を「問題解決能力を身に

つけた子ども」「豊かな人間性を備えた子ども」「たくましく生きるための体力を備え

た子ども」「互いに向上する人間関係を築くための資質を備えた子ども」としています。 

平成２４年度に全小中学校において実施した「全国学力・学習状況調査」等のデー

タからは、子どもたちの学力の状況とともに、学習を取り巻く環境が見えてきます。

本調査結果のデータに基づき、四日市市の子どもの姿を分析しました。 

 

１ 本市の学力の状況（全国学力・学習状況調査の分析から） 

 

○平成 24 年度調査の各教科の結果分析から 

 

本年度の各教科の調査結果からは、小・中学校とも、資料を読みとったり自分の考

えを表現したりすることなど、言語に関する能力や知識を活用する力（思考力・判断

力・表現力等）に弱みがあることがうかがえました。 

 

 

 

国語Ａ（知識） 知識・技能の定着について課題がある 

国語Ｂ（活用） 知識・技能を活用する力に課題が多くある 

算数Ａ（知識） 知識・技能の定着について一部課題がある 

算数Ｂ（活用） 知識・技能を活用する力に課題がある 

小
学
校 

理科 知識・技能の定着及びそれらを活用する力に課題がある 

国語Ａ（知識） 知識・技能の定着について一部課題がある 

国語Ｂ（活用） 知識・技能を活用する力に一部課題がある 

数学Ａ（知識） 知識・技能の定着はある程度満足できる 

数学Ｂ（活用） 知識・技能を活用する力に一部課題がある 

中
学
校 

理科 知識・技能の定着及びそれらを活用する力はある程度満足できる
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３ データから見える子どもの姿 
 
 

○本市における全国学力・学習状況調査 正答率の推移 

本市の各教科の平均正答率は、小学校においては、国語のＡ及びＢ問題、算数のＡ

及びＢ問題、理科で全国平均を下回りました。一方、中学校においては、全教科で全

国平均を上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ(知識) Ｂ(活用) Ａ(知識) Ｂ(活用)

本市 81.7 62 81.6 62.1

三重県 80.6 60 81.1 61.4

全国（公立） 81.7 62 82.1 63.6

本市 64.1 47.8 71 50.1

三重県 62.9 47.1 70.9 49.7

全国（公立） 65.4 50.5 72.2 51.6

本市 68.4 46.8 76 53.1

三重県 67.8 46.9 76 52.5

全国（公立） 69.9 50.5 78.7 54.8

本市 81.9 74.3 71.8 47

三重県 81.7 75.2 72.4 47.3

全国（公立） 83.3 77.8 74.2 49.3

本市 79.1 51.4 72.6 56.1 58.1

三重県 79.6 52.7 72.2 56.8 58

全国（公立） 81.6 55.6 73.3 58.9 60.9

Ａ(知識) Ｂ(活用) Ａ(知識) Ｂ(活用)

本市 82.2 73 76.1 64.1

三重県 81.6 71 73.1 60.6

全国（公立） 81.6 72 71.9 60.6

本市 73.3 60 65 50.7

三重県 72.6 59.4 63.7 49.3

全国（公立） 73.6 60.8 63.1 49.2

本市 76.4 74.4 64.3 58

三重県 75.9 73.3 62.7 56.5

全国（公立） 77 74.5 62.7 56.9

本市 76.1 66 68.5 45.8

三重県 74.1 64.1 65.4 42.8

全国（公立） 75.1 65.3 64.6 43.3

本市 75.8 63.5 64 49.5 52.2

三重県 74 61.1 61.6 48 50.6

全国（公立） 75.1 63.3 62.1 49.3 51

平成２４年度

理科

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度
抽出校：22校
中、10校参加

平成２４年度

　

中学校
国語 数学

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度
抽出校：40校
中、12校参加

小学校
国語 算数

理科
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３ データから見える子どもの姿 
 
 

調査結果の分析から、本市の小学生は中学生に比べ、以下の点について課題が大き

いことがわかります。 

 ① 読解力に関する課題 

 全国学力・学習状況調査問題は設問文の多いことが特徴ですが、無回答率につ

いて、中学生は全国平均を下回る傾向を、小学生は全国平均を上回る傾向を示し

ています。このことから、小学生は中学生より文章の読解を苦手としている実態

がうかがえます。 

② 家庭学習の定着  

家庭学習の定着について、自分で計画を立てて勉強をしている子どもの割合は、

小学生においてはやや低く、中学生において高い傾向にあります。また、小学生

においては、学校の授業以外に勉強する時間も、全国平均と比べて少ない傾向に

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、下の図は、本市の小学生の家庭学習の実態について、全国平均と経年比較

をしたものです。休日に学習をしている児童の割合の変化や、家庭において学習

計画を立てて勉強している児童の割合についても、本市は全国平均に比べてやや

低い 傾向 にあ り、 小 学生 の家 庭学 習が 十 分定 着し てい ると は いえ ない 状況 です 。

（児童質問紙調査「家庭学習の定着関係」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日に、1日1時間以上勉強をしている児童（％）
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家で、自分で計画を立てて勉強している児童（％）
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３ データから見える子どもの姿 
 
 

○小中学校における全国学力・学習状況調査の活用について 

同調査の学校質問紙の結果から、本市の小・中学校とも、全国学力・学習状況調

査問題を利用した教育の改善は高まっているものの、全国平均と比べると十分とは

いえない状況がうかがえました。（学校質問紙「前年度の全国学力・学習状況調査の

問題冊子等や独自の調査等の結果を利用し、具体的な教育指導の改善等を行いまし

たか」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査からわかる課題については、依然として改善が見られない

ものもあります。今後は、本調査の趣旨等を踏まえた授業改善に積極的に取り組むと

ともに、本調査問題を活用した授業を行ったり、学力補充の取組を充実させたりする

など、具体的な取組を進める必要があります。 

平成 24 年度には、教育委員会と小・中学校長会とからなる「教育課題検討会議」

を開催し、全市的な学力の向上について検討を重ねました。その結果、『学力向上につ

いての４つの取組』を提示し、学力向上についての重点的な取組を全市的に開始した

ところです。（P.18 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校（％）
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３ データから見える子どもの姿 
 
 

２ 問題解決能力の向上 

 

以下のグラフは、四日市市学校教育ビジョンが示す「問題解決能力を身につけた子

ども」に関する質問に対して、平成 24 年度全国学力・学習状況調査（対象：小学校

６年生・中学校３年生）における児童生徒質問紙の回答状況を全国平均と比較したも

のです。 

 

 右 の グ ラ フ か ら 、 学 校 で 学

ん だ こ と が 将 来 の 役 に 立 つ と

思 っ て い る 割 合 は 、 小 学 校 に

お い て は 全 国 よ り か な り 高 い

割 合 で あ る 一 方 、 中 学 校 に お

い て は 、 や や 低 い 傾 向 に あ り

ます。 

ま た 、 授 業 の 理 解 度 は 、 小

学 校 に お い て は 全 国 平 均 並 み 、

中 学 校 に お い て は 全 国 平 均 よ

りやや高い傾向にあります。 

 

本 市 に お い て は 、 す べ て の

小 ・ 中 学 校 に お い て 、 国 語 、

算 数 ・ 数 学 、 英 語 を 中 心 に 少

人 数 指 導 を 実 施 し て い ま す 。

また、平成 23 年度から始まっ

た「中学１年生 30 人学級」の

取 組 に よ り 、 よ り き め 細 か な

指導を行っています。 

平成 25 年度からは、この中

学 １ 年 生 ３ ０ 人 学 級 の 取 組 を

小 学 校 １ 年 生 に も 拡 大 し て

（ 本 市 独 自 ） 実 施 す る た め 、

さ ら な る 効 果 が 期 待 で き ま す 。 
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３ データから見える子どもの姿 
 
 

３ 豊かな人間性 

四日市市では、豊かな人権感覚や規範意識を身につけ、将来において社会的に自己

実現ができるような子どもの育成を目指しています。  

以下のグラフは、四日市市学校教育ビジョンが示す「豊かな人間性を身につけた子

ども」に関する質問に対して、平成 24 年度全国学力・学習状況調査（対象：小学校

６年生・中学校３年生）における児童生徒質問紙の回答状況を全国平均と比較したも

のです。 

下のグラフから、四日市市の子どもの自己肯定感については全国よりやや高い傾向

にあります。しかし、肯定回答をした子どもの割合は、全国と同様、中学校において

下がっていることがわかります。 

 また、「いじめを許さない」と答えた子どもの割合は、小・中学校とも全国とほぼ同

じ傾向にあります。この設問においても「いじめはどんな理由があってもいけない」

と回答する割合が、中学校において下がる傾向にあります。いじめを絶対に許さない

態度や行動力を育成するための指導の充実が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ものごとを最後までやりとげてうれしかったことがある」と答えた子どもの割合

一方「将来の夢や目標を持っている」と答えた子どもの割合は小学校において全国よ

り低く、中学校においては全国より高い傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然体験、社会体験、文化的な活動等に積極的に参加させるとともに、それらの体

験活動を通して達成感を持たせるような指導の充実が求められます。また、小学校の

段階から、将来を見据えたキャリア教育等を一層充実させる必要があります。 

 

ものごとを最後までやりとげて

うれしかったことがありますか

71.2

68.8

71.8

72.3

23.7

24.4

23.1

22.2 4.2

3.5

5.1

4.0
1.1

1.6

1.5

1.3

四日市市（中）

全国(中)

四日市市（小）

全国(小)

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

いじめはどんな理由があっても

いけないことだと思いますか

67.2

67.9

76.2

76.2

25.9

25.1

19.2

19.2

5.2

5.2

3.3

3.3

1.6

1.7

1.2

1.2

四日市市(中）

全国(中)

四日市市(小）

全国(小)

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

自分にはよいところがあると思いますか

23.5

24.0

31.4

32.5

45.8

44.2

45.4

44.3

22.5

22.9

17.3

16.9

8.0

8.8

5.6

6.2

四日市市(中）

全国(中)

四日市市(小）

全国(小)

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

将来の夢や目標を持っていますか

44.7

45.5

66.3

69.8

30.2

27.7

17.4

16.9

17.5

17.6

9.9

7.8

7.4

9.1

6.2

5.4

四日市市(中）

全国(中)

四日市市(小）

全国(小)

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない
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４ 健康・体力 

四日市市では、自他の健康や安全について実践していく力や、たくましく生きるた

めの体力を備えた子どもの育成を目指しています。  

以下のグラフは、四日市市学校教育ビジョンが示す「健康・体力」に関する質問に

対して、平成 24 年度全国学力・学習状況調査（対象：小学校６年生・中学校３年生）

の回答状況を全国平均と比較したものです。 

 

 「朝食を毎日食べている」子どもの割合は、全国平均と比較して高い傾向にありま

す。また、子どもたちの起きる時間・寝る時間については、全国と比較して、やや早

い傾向にあり、睡眠時間も長くなっています。 

これらの結果から「早ね 早おき 朝ごはん」市民運動の啓発が浸透するとともに、

生活リズム向上のための実践テキストの活用や出前講座の効果が表れているものと考

えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 子どもたちがテレビゲームやＴＶ・ビデオ等にかける時間は、小学校においては全

国とほぼ同じ、中学校においてはやや長い傾向にあります。 
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５ 豊かな人間関係をはぐくむためのコミュニケーション力 

 

四日市市では、他者の意見を聴き、自分の思いを伝える力を身につけ、互いに尊重

し、共に向上する人間関係を築くための資質を備えた子どもの育成を目指しています。  

以下のグラフは、四日市市学校教育ビジョンが示す「豊かな人間関係をはぐくむた

めのコミュニケーション力」に関する質問に対して、平成 24 年度全国学力・学習状

況調査（対象：小学校６年生・中学校３年生）における児童生徒質問紙の回答状況を

全国平均と比較したものです。 

 

「人の気持ちがわかる人間になりたい」「人の役に立つ人間になりたい」と肯定回答

する割合は、全国とほぼ同じ傾向にあります。これらの設問では、そうありたいと強

く思う子どもの割合が、中学校において高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校のきまり・規則を守る」については、本市中学生の規範意識が全国と比較し

て非常に高いことがわかります。また「友達との約束を守る」に関しては、「守る」と

答えた子どもの割合が小・中学生とも全国を上回り、友達との信頼関係を築こうとす

る姿勢がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「学校で友達に会うのは楽しい」と答

える子どもの割合は、小学校においては

全国平均とほぼ同じであり、中学校では

1.1 ポイント全国平均を上回っている。

友達との良好な関係を築けていることが

うかがえます。 

 

人の気持ちがわかる人間になりたいと思いますか

74.6

75.1

69.1

71.3

20.2

19.8

24.6

22.8

3.4

3.3

4.9

4.2

1.6

1.6

1.4

1.6

四日市市(中）

全国(中)

四日市市(小）

全国(小)

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

72.8

70.1

69.9

72.8

22.1

23.8

23.8

21.9

3.6

4.3

4.4

3.7

1.3

1.7

1.8

1.4

四日市市(中）

全国(中)

四日市市(小）

全国(小)

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 全く当てはまらない

学校のきまり・規則を守っていますか

58.0

51.5

37.8

41.6

37.4

40.8

52.2

49.7 7.6

8.4

6.3

4.1

0.5

1.2

1.4

1.1

四日市市(中）

全国(中)

四日市市(小）

全国(小)

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 全く当てはまらない

友達との約束を守っていますか

65.6

61.9

67.5

66.5

32.0

34.9

30.0

30.6

1.9

2.5

1.8

2.2

0.4

0.6

0.5

0.6

四日市市(中）

全国(中)

四日市市(小）

全国(小)

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 全く当てはまらない

学校で友達に会うのは楽しいと思えますか

78.2

75.7

82.9

82.9

17.9

19.3

13.9

13.6

2.9

3.3

2.0

2.4

0.9

1.6

1.1

1.1

四日市市(中）

全国(中)

四日市市(小）

全国(小)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない
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 下のグラフから、普段の授業の中で話し合う活動を活発に行っている割合は全国と

比較しても高い傾向にあり、特に中学校では 20.2 ポイントも高くなっています。 

 一方、自分の考えを説明したり書いたりする活動について、難しいと感じる子ども

の割合は、全国と比較してやや高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの結果から、本市の子どもたちは、他者を尊重し良好な関係を築こうとする

傾向が見られます。また、学校生活においては、概ねよい人間関係を構築しながら生

活しているものと思われます。一方、自分の考えを説明したり書いたりするといった

主体的な表現力、言語能力の育成については、今後の大きな課題であると言えます。 

 

 家庭生活においては、「家の人と夕食を一緒に食べる」子どもの割合が全国と比べて

高い傾向にあります。また、「家の人と学校での出来事について話す」子どもの割合は

小学校において全国と同じ、中学校においては全国よりやや高い傾向にあります。家

庭生活においても、良好なコミュニケーションが築けている様子がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域とのつながりにおいては、行事に積極的に参加している割合は、小学校におい

て全国より 6.6 ポイント高くなっています。一方、近所の人に会ったとき、あいさつ

をする子どもの割合は全国と比べて低い傾向にあります。学校や家庭といった限られ

た生活集団だけでなく、広く社会と関わろうとする態度の育成が求められます。 

-16-


